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P213a M型前主系列星 DM Tauからの非等方性電離放射
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若い星の強力で高エネルギーな磁気活動は、原始惑星円盤の内部で重要な役割を果たす。さらに、それに伴う
紫外線やX線の放射は光化学を支配し、さらにコロナ活動は生まれたばかりの太陽系外惑星の大気に影響を与え
る可能性がある。紫外光やX線がどのように生成され、円盤をどのように照らしているのかはまだ十分に理解さ
れていない。
本研究では、前主系列星DM Tauの可視および赤外線モニター観測と、JVLA望遠鏡による電波観測の結果を報
告する。可視/赤外光度曲線には周期的な変動があり、中心星は周囲の円盤と同じ方向に回転し、少なくとも 1つ
の巨大な黒点を持つ可能性が示唆された。また、DM Tau円盤の電離ガスは局在し、その空間分布が時間ととも
に変動している。現在の解析では、これらの結果を一貫して解釈でき、巨大な黒点が周囲の円錐状領域を照らす
支配的な非等方性 UVおよび/または X線源であることが示唆される。本講演では、現在までの研究成果と今後
の観測における展望を議論する。


